
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「
辺
野
古
新
基
地
工
事
は
中
止
せ
よ
」 

あ
い
ち
沖
縄
会
議
が
集
会
と
デ
モ 

１
２
月
５
日
、
名
古
屋
市
の
大
通
り
公
園
で
「
辺
野
古
新
基
地

反
対
集
会
＆
デ
モ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
、
あ
い
ち
沖

縄
会
議
で
市
民
や
沖
縄
県
出
身
者
が
１
０
０
人
近
く
参
加
し
ま
し

た
。
同
会
議
代
表
の
牛
島
達
夫
氏
（
名
工
大
講
師
）
は
「
基
地
建

設
の
設
計
変
更
に
対
す
る
意
見
書
が
着
工
時
の
約
６
倍
の
１
万
８

９
０
４
件
も
寄
せ
ら
れ
た
。
破
綻
し
て
い
る
工
事
は
中
止
す
べ
き
」

と
訴
え
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
や
安
和
、
塩
川
で
毎
月
阻

止
行
動
へ
参
加
し
て
い
る
山
下
律
子
さ
ん
が
現
場
の
実
態
を
報 

告
。
あ
き
ら
め
な
い
沖
縄
県
民
と
の
連 

帯
は
一
層
重
要
と
強
調
。「
軟
弱
地
盤
の 

改
良
に
莫
大
な
税
が
か
か
る
、
そ
の
税 

金
を
コ
ロ
ナ
対
策
へ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

デ
モ
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
コ 

ー
ル
は
中
止
し
、
三
線
の
音
を
流
し
な 

が
ら
プ
ラ
カ
ー
ド
や
旗
を
掲
げ
繁
華
街 

を
行
進
し
ま
し
た
。 

 

師
走
に
入
り
多
く
の
通
行
人
が
手 

を
振
り
賛
同
し
て
い
ま
し
た
。 

【
通
信
：
命
ど
う
宝
愛
知
・
新
城
正
男
】 
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辺
野
古
の
海
に
土
砂
が
投
入
さ
れ
て
２
年
目
の
１
４
日
、
ヘ
リ

基
地
反
対
協
は
新
基
地
建
設
の
Ｋ
８
護
岸
付
近
の
作
業
現
場
で

抗
議
船
６
隻
、
カ
ヌ
ー
２
７
艇
に
市
民
約
５
０
人
が
乗
り
、
海
上

か
ら
抗
議
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

,

抗
議
船
と
カ
ヌ
ー
か
ら
工
事
中
止
を
訴
え
る 

海
上
行
動
で
は
反
対
協
・
仲
本
興
真
事
務
局
長
が
司
会
し
、
最

初
、
金
井
創
牧
師
が
闘
い
の
中
で
亡
く
な
っ
た
仲
間
に
祈
り
を
捧

げ
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
参
加
者
の
歌
や
訴

え
が
あ
り
、「
抗
議
の
ア
ピ
ー
ル
」
を
読
み
上
げ
採
択
し
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
で
は
「
２
年
の
間
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
生
き
物
が
生
き

埋
め
に
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
」「
菅
内
閣
は
希
望
の
海
を
破
壊
し
、

戦
争
す
る
国
造
り
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
破
綻
は
明
ら
か
だ
」

そ
れ
は
沖
縄
の
民
意
は
「
辺
野
古
に
基
地
は
ノ
ー
」
だ
か
ら
だ
。

米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
も
「
辺
野
古
完
成
の
可
能
性
が
低
い
」
と
い
う

報
告
書
も
出
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
不
要
不
急
の
基
地
建

設
は
や
め
る
べ
き
だ
。
「
私
た
ち
は
設
計
変
更
を
認
め
ず
、
玉
城

デ
ニ
ー
知
事
を
支
持
す
る
」、「
沖
縄
を
憲
法
番
外
地
に
す
る
な
」

と
訴
え
ま
し
た
。
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の
福
元
勇
司
事
務
局
長
が

「
気
概
を
持
っ
て
が
ん
ろ
う
」
と
連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

土
砂
投
入
２
年 

ヘ
リ
基
地
反
対
協
が
海
上
行
動 

 

 

大浦湾に巨大船が入る 

 

お
願
い 

不
使
用
の
カ
メ
ラ
ご
提
供
を 

 
 

名
護
共
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
支
援
者
や
読
者
の
皆
さ
ん

か
ら
の
カ
ン
パ
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
ニ
ュ
ー
ス
は
「
写

真
が
豊
富
で
読
み
や
す
い
」
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ニ
ュ
ー
ス
担
当
者
が
現
在
ま
で
使
っ
て
き
た
カ

メ
ラ
が
最
近
、
故
障
し
て
不
自
由
し
て
い
ま
す
。
読
者
の
方

で
使
っ
て
い
な
い
カ
メ
ラ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
共
同
セ
ン
タ

ー
に
ご
提
供
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
心
当
た
り
の

あ
る
方
か
ら
の
ご
一
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

担
当
・
早
坂
【
連
絡
先
は
最
上
欄
に
】 

 

 

様々なスローガンを掲
げて現場で抗議するカヌ
ーチーム（写真上） 
 訴える仲本氏（右）と 
福元氏（写真左） 
 

 

「三
行
の
意
見
書
」「ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
黙
認
」許
さ
な
い 

「
辺
野
古
容
認
」
の
名
護
市
長
へ
抗
議
行
動 

「
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」
現
地
闘
争
部
は
１
５
日
、
名
護
市
役
所
前

で
緊
急
抗
議
集
会
を
開
催
、
８
０
人
を
超
え
る
県
民
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
開
催
中
の
名
護
市
議
会
に
沖
縄
県
か
ら
諮
問
さ
れ
て
い

る
「
設
計
変
更
」
申
請
に
対
す
る
名
護
市
長
の
意
見
書
が
１
６
日
に

追
加
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
、
そ
の
日
に
可
決
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
問
題
と
沖
縄
防
衛
局
が
美
謝
川
の
切
り
替
え
の
た
め
に
辺
野
古
ダ

ム
湖
面
と
そ
の
周
辺
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

名
護
市
長
が
黙
認
し
て
い
る
こ
と
へ
の
抗
議
行
動
で
す
。 

意
見
書
で
は
「
作
業
用
ヤ
ー
ド
の

辺
野
古
地
先
の
埋
め
立
て
造
成
を
取

り
や
め
に
す
る
こ
と
に
異
議
は
な

い
」
と
わ
ず
か
「
三
行
の
意
見
」
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
変
更

申
請
の
原
因
で
環
境
や
市
民
生
活
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
「
軟
弱
地
盤

問
題
」
な
ど
を
回
避
し
事
実
上
新
基

地
を
容
認
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
緊
急
行
動
で
は
北
上
田
毅
さ
ん

が
問
題
を
解
明
、
名
護
市
議
会
の
７

人
の
野
党
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

平和市民連絡会が緊急学習会 
 沖縄平和市民連絡会は 12 日、那覇市内で
緊急講演学習会を開催。講師は「日本学術
会議問題について」を桜井国俊沖縄大名誉
教授、「軍港問題について」を真喜志好一氏、
「辺野古をめぐる問題について」を北上田
毅氏でした。いずれも直面する重大問題と
あって約 120 人が熱心に聴講しました。 

 11 日午前 8時過ぎ、大浦湾に突如巨大船が現れま
した。地元紙によると洋上で埋め立て用の土砂を蓄
積するための大型船「デッキバージ」とのこと。大
型船の設置で辺野古側の埋め立てを加速させること
が狙いです。大型船は長さ 141 ㍍、幅 36㍍で土砂 9
千立方㍍まで積むことができます。この大型船運用
は当初計画にはなく大浦湾への環境負荷が増すこと
が懸念されています。（写真提供・仲本興真氏） 

 


